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多摩川水系河川整備計画（令和8年2月変更）について

■多摩川水系河川整備計画は、平成13年に策定され、平成29年の一部変更を経て、令和8年2月に全面的な変更が行われた。
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■令和元年東日本台風に
よる洪水（令和元年10月）
基準地点石原において整備計画目標流量
4,500m3/sを上回る約7,000m3/sが流下

●多摩川水系河川整備基本方針 変更（令和5年3月）
・気候変動を考慮し、基本高水のピーク流量（基準地点石原）を8,700m3/sから10,100m3/sに変更、
計画高水流量（基準地点石原）を6,500m3/sから7,400m3/sに変更

●多摩川水系河川整備計画 変更（令和8年2月）
・気候変動を考慮し、整備計画目標流量（石原地点）は、4,500m3/sから7,200m3/s （年超過確率1/70〜1/80）に変更
・豊かな動植物の生息・生育・繁殖の場を保全・創出するため、環境の定量目標を設定し、河道掘削等の河川整備を推進
・自治体等との連携によるかわまちづくりにより、人と河川との豊かな触れ合い活動の場の保全・創出を推進 等

●多摩川水系河川整備計画 一部変更（平成29年3月）
・高潮対策区間（大田区羽田左岸1.1〜1.5km)を追加

●多摩川水系河川整備計画 策定（平成13年3月）
・整備計画目標流量（基準地点石原）：4,500m3/s

●多摩川水系河川整備基本方針 策定（平成12年12月）
・基本高水のピーク流量（基準地点石原）：8,700m3/s、計画高水流量（基準地点石原）：6,500m3/s

■多摩川水系河川整備計画 変更の経緯

意見交換・

聴取結果を

反映

■多摩川河川整備計画有識者会議
令和2年1月31日〜令和7年9月30日：延べ9回

学識経験を有する者

関係都県
■多摩川河川整備計画関係
都県会議

・令和7年1月14日、7月3日、9月24日：延べ3回

関係住民
■市民団体等への意見聴取…令和6年10月11日〜令和7年7月9日：11団体※ 11回

※多摩川流域懇談会関係６団体含む
■意見募集…令和7年7月14日〜令和7年8月18日：意見15件
■WEBアンケート…令和7年7月14日〜令和7年9月19日：回答185票（小学生向けでは302票）
■公聴会の開催…令和7年8月3日〜4日：意見5件
■多摩川流域セミナー 現地意見交換(下流部)…令和7年7月13日： 参加者72名
■多摩川流域懇談会市民委員 現地意見交換(中下流部)…令和7年8月21日： 参加者22名
■多摩川流域懇談会市民委員 現地意見交換(上流部)…令和7年9月4日：参加者24名
■多摩川流域懇談会市民委員 現地意見交換(中上流部)…令和7年9月11日：参加者27名



多摩川水系河川整備計画（令和8年2月変更）について

計画対象区間・期間 流量配分 多摩川における既往最大出水：令和元年東日本台風（台風第19号）

洪水、津波、高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関わる整備

■最大600㎜を超える雨量が観測された。
また、20mm以上の強い降雨が15時間にわ
たって観測された。

■各地で計画高水位を超過し、基準地点
石原では約7,000m3/sの流量が観測され、
当時の河川整備基本方針の計画高水流量
6,500m3/sを上回った。

■河川水位が上昇し、河川管理施設の被

災や溢水・内水による浸水等の被害が発

生した。

高水敷洗堀

内水氾濫

整備イメージ
堤防整備

河道掘削

高水護岸整備

水衝部対策

堤防整備

河道掘削

高水護岸整備
水衝部対策

高規格堤防

河川防災ステー
ション整備

■堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している区間について、

堤防の嵩上げ・拡幅を行う。

■洪水を安全に流下させるため必要な箇所等において、環境・景観・

利用等の各視点を考慮した断面形状等で掘削を行う。

■堤防防護に必要な高水敷幅が確保できない箇所や、高流速の発生に

より洗掘のおそれがある箇所において高水護岸整備や水衝部対策を行

う。

高潮堤防 ■高潮堤防の断面形状に対して高さや幅が不足している区間等につい

て、嵩上げ又は拡幅を行う。あわせて、波のうちあげ高が計画堤防高

を上回る区間においては、低水路に消波工を設置する。

■計画高潮位が計画高水位を上回る区間（河口～3.4k)において、構造

物の安全性が不足している水門の改築を行う。
水門改築

■人口が集中し、堤防が決壊すると甚大な被害が発生する可能性があ

る多摩川下流部において、堤防の決壊を回避するとともに、氾濫時の

貴重な避難場所ともなる高規格堤防の整備を行う。

■災害時において河川管理施設保全活動、緊急復旧活動、水防活動等

を円滑に行う拠点及びこれにアクセスする管理用通路や車両の転回場

等について、整備を行う。

大臣管理区間

凡例
堤防整備
河道掘削
堰・床止め周辺の水位低下対策
高水護岸整備
水衝部対策
高潮堤防
水門改築
高規格堤防(整備対象区間)
高規格堤防(実施中)
施設の耐震対策
河川防災ステーション整備

黒字：旧河川整備計画の目標流量

赤字：新河川整備計画の目標流量
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●
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■
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●：主要な地点

（単位：m3/s）
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多摩川水系河川整備計画（令和8年2月変更）について

等々力緑地における雨水貯留・流出抑制機能等の整備
【川崎市・民間企業】

野川大沢調節池【東京都】

等々力渓谷【世田谷区】

武蔵野台地の南端を多摩
川支川の谷沢川が侵食し
てできた、延長約1kmの
東京23区唯一の渓谷で、
浸透による雨水流出抑制
効果が期待される。

立地適正化計画【狛江市】

写真：世田谷区HPより

資料：川崎市HPより

資料：狛江市HPより

資料：東京都HPより

多摩川水系多摩川

グリーンインフラ

■自然環境が有する多様な機
能を活用するグリーンインフ
ラの取組を推進する。

流域治水

■主に流域の保水・貯留機能
を確保する取組を関係機関と
連携して流域治水を推進する。

雨水貯留浸透施設の例

（校庭への貯留）

（取組例）
・流域の防災調節池の設置
・雨水貯留浸透施設の設置
・森林整備の推進 等

（取組例）
・流域治水と合わせた雨水

貯留浸透対策の強化や森
林整備の推進

・かわまちづくり等の取組
推進 等



多摩川水系河川整備計画（令和8年2月変更）について
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多摩川水系多摩川

河川の維持管理

■災害の発生の防止又は軽減、河川の
適正な利用、流水の正常な機能の維持
及び河川環境の保全という「目的に応
じた管理」、「平常時や洪水時等の河
川の状況に応じた管理」、堤防・護
岸・水門等といった「河川管理施設の
種類に応じた管理」等、広範・多岐に
わたる観点から維持管理を行う。

河川環境の整備と保全に関わる整備

凡例
砂礫河原の創出
干潟の創出
低・中茎草地・水生植物帯の創出
砂礫河原・低・中茎草地・水生植物帯の創出

人と河川との豊かな触れ合い活動の場の
保全・創出

干潟、低・中茎草地、
水生植物帯、自然裸地

の創出

■定量目標を設定した上で、多自然川づくりや自然再生事業を通じ

て、河道掘削形状の工夫等により多摩川らしい豊かな動植物の生

息・生育・繁殖の場を保全・創出する。

■河川環境は、工事等の実施後に直ちにその効果が発現せず環境の

形成に時間を要する場合があり、かつ河川の作用によって常に変化

するため、中長期的・広域的な変化も含めて取組を評価する。

■特定外来生物のアレチウリ・オオキンケイギク・オオカワヂシャ

等の植物の増加により、在来種の生育・繁殖の場への影響が懸念さ

れることから、市民団体や自治体との連携により、外来植物の防除

等をあわせて行う。

魚道の再生
■上下流の連続性を確保する魚道環境を特に代表する種として、ア

ユ・マルタ・ウキゴリ等の回遊魚類を指標種とし、生息・繁殖に適

した連続性の確保のため、必要に応じて魚道付近の河道整正等によ

り対策を講じる。

魚道の例

干潟創出の例

聖蹟桜ヶ丘かわまちづくり完成後
【東京都多摩市】

（令和６年度かわまち大賞 受賞）

■地域の景観・歴史・文化及び観光基盤などの
資源や地域の創意に富んだ知恵を活かし、自治
体、民間事業者及び地元住民と河川管理者の連
携のもと、河川空間とまち空間が融合した良好
な空間形成を目指す取組として、推進主体（自
治体など）と連携して「かわまちづくり」を推
進する。

河川の適正な利用及び流水の正常な
機能の維持

河口部

下流部

中下流部

中上流部上流部

支川浅川

大臣管理区間

自然裸地
(11ha→12ha)

水生植物帯(33ha→37ha)
(低・中茎草地含む)

自然裸地(72ha→83ha)

自然裸地
(152ha→164ha)

水生植物帯(30ha→32ha)
(低・中茎草地含む)

水生植物帯(15ha→18ha)
(低・中茎草地含む)

干潟
(11ha→18ha)

【多摩川・支川浅川】
滞留魚対策

■水利用の実態把握と必要な調整を進
める。また、既存の水利用についても
合理化を関係者の協力を得て推進する。

■ワンド・たまり等の河道内の貯留機
能確保や雨水浸透対策、森林・緑地保
全対策等の適正な流量を確保するため
の施策についても推進する。

整備前 整備後

■河川環境の整備と保全に関しては、多摩川流域全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮ら

しや風土、文化、歴史との調和を図りながら、多様な動植物の良好な生息・生育・繁殖の場、

良好な河川景観の保全・創出、人と河川との豊かな触れ合い活動の場の保全・創出を図る。

市民連携による除草作業の例


